
日日日日 時時時時 平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年３３３３月月月月１８１８１８１８日日日日（（（（木木木木))))　　　　　　　　午後午後午後午後５５５５時時時時３０３０３０３０分分分分～～～～午後午後午後午後７７７７時時時時１５１５１５１５分分分分

場場場場 所所所所 小樽経済小樽経済小樽経済小樽経済センターセンターセンターセンター((((旧日専連旧日専連旧日専連旧日専連ビルビルビルビル）　）　）　）　７７７７階階階階ホールホールホールホール（（（（小樽市稲穂小樽市稲穂小樽市稲穂小樽市稲穂２２２２丁目丁目丁目丁目２２２２２２２２番番番番１１１１号号号号））））

参参参参 加加加加 料料料料 無料無料無料無料

定定定定 員員員員 50505050名名名名

主主主主 催催催催 センチュリーセンチュリーセンチュリーセンチュリー・・・・プラザプラザプラザプラザ・・・・オタルオタルオタルオタル（（（（CCCC・・・・PPPP・・・・OOOO))))
※センチュリー・プラザ・オタルとは？⇒裏面をご覧ください。

申申申申 込込込込 先先先先 センチュリーセンチュリーセンチュリーセンチュリー・・・・プラザプラザプラザプラザ・・・・オタルオタルオタルオタル事務局事務局事務局事務局
（（（（小樽市産業港湾部産業振興課小樽市産業港湾部産業振興課小樽市産業港湾部産業振興課小樽市産業港湾部産業振興課））））

《内容》
 □テーマ「地域特産品開発余話！」 17:45～
　　講師：田中酒造株式会社　代表取締役　田 中　一 良　氏
　《講師紹介》

 □テーマ「定住自立圏構想について」 18：35～

　《内容》

セミナーセミナーセミナーセミナー

申申申申しししし込込込込みみみみ締切締切締切締切　　　　　　　　平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年３３３３月月月月１２１２１２１２日日日日((((金金金金))))
下記のとおり申し込みいたします。

企業名 役職・氏名

住所 役職・氏名

電話 小樽市産業港湾部産業振興課　行き

FAX 電話：０１３４－３２－４１１１(内線２６３）　

E-mail FAX：０１３４－３３－７４３２

　　　　センチュリーセンチュリーセンチュリーセンチュリー・・・・プラザプラザプラザプラザ・・・・オタルオタルオタルオタル（Ｃ（Ｃ（Ｃ（Ｃ・・・・ＰＰＰＰ・・・・Ｏ）Ｏ）Ｏ）Ｏ）ではではではでは積極的積極的積極的積極的にににに異業種交流異業種交流異業種交流異業種交流をををを展開展開展開展開しししし、、、、地域地域地域地域のののの「「「「ものづくりものづくりものづくりものづくり」」」」にににに

貢献貢献貢献貢献したいとしたいとしたいとしたいと考考考考えていますえていますえていますえています。。。。

　　　　当当当当プラザプラザプラザプラザ会員会員会員会員によるによるによるによる地域特産品開発地域特産品開発地域特産品開発地域特産品開発にににに関関関関するするするする講話講話講話講話とととと小樽市小樽市小樽市小樽市のののの進進進進めるめるめるめる｢｢｢｢定住自立圏構想定住自立圏構想定住自立圏構想定住自立圏構想」」」」についてについてについてについて

解説解説解説解説しますしますしますします。。。。

電話電話電話電話：：：：０１３４０１３４０１３４０１３４－－－－３２３２３２３２－－－－４１１１４１１１４１１１４１１１((((内線内線内線内線２６３２６３２６３２６３）　）　）　）　FAXFAXFAXFAX：：：：０１３４０１３４０１３４０１３４－－－－３３３３３３３３－－－－７４３２７４３２７４３２７４３２
 E-mail :sangyo-sinko@city.otaru.hokkaido.jp E-mail :sangyo-sinko@city.otaru.hokkaido.jp E-mail :sangyo-sinko@city.otaru.hokkaido.jp E-mail :sangyo-sinko@city.otaru.hokkaido.jp

　C・P・O会員企業で、自社の酒造、醸造、発酵技術を駆使して北海道各地の特産品開発
を手助けしている。中小企業ネットワークを活かした苫小牧の地酒「美苫（びせん）」を製造
して農商工連携８８選に選定されたほか、地域資源活用事業に認定された「小樽の日本酒
技術を活用した新商品『みりん酢』の開発」など多数の取組実績を有している。

　小樽市と積丹町、古平町、仁木町、余市町、赤井川村の北後志６市町村は、国が進める「定住自立圏構想」の実現に向
けて、それぞれが抱える医療、産業振興、教育、公共交通、人材育成に関する諸課題を連携して解決を図ることとしてい
る。中心市である小樽市の果たす役割についてお話します。

　　講師：小樽市企画政策室室長　貞 村 　英 之　氏

※ご記入いただいた情報は、目的以外には利用いたしません。

「「「「新新新新たなたなたなたなネットワークネットワークネットワークネットワークのののの創出創出創出創出とととと地域地域地域地域のののの役割役割役割役割」」」」

(切り取らずそのままFaxしてください。）



1　概要

名称／センチュリー・プラザ・オタル
参加企業数／21社
代表幹事／井上　晃
設立年月日／昭和58年12月6日
事務局／住所　〒047-8660　小樽市花園2丁目12番1号　小樽市産業港湾部産業振興課内
電話　0134-32-4111　内線263
FAX　0134-33-7432
E-mail sangyo-sinko@city.otaru.hokkaido.jp

2　設立の経緯

3　事業内容

センチュリー・プラザ・オタル会員名簿(平成２２年３月現在）

加入の申し込み、お問い合わせは、事務局　小樽市産業港湾部産業振興課
電話：０１３４－３２－４１１１(内線２６３）　
FAX：０１３４－３３－７４３２
E-mail sangyo-sinko@city.otaru.hokkaido.jp

　北海道の商都であった歴史的背景を持ち、各業種ごとに技術が集積している小樽において、市と業界
が主要業種の地場産業振興対策を策定しました。そして、他業種との交流による技術力・情報力を生かし
た新たな人脈形成や発想の転換、技術力の交換による共同開発の可能性をさぐることが必要であるとい
う結論に達し、昭和57年、異業種交流の提案がなされました。市はこれを受け、あるべき異業種交流の方
向について話し合う場として、業界を網羅した異業種交流推進懇親会（センチュリー・プラザ・オタル／C・
P・O）を、昭和58年12月に設立しました。

　会員相互の工場見学、講師招へい講演会などのプラザ内交流に加え、道内他プラザとの交流、海外視
察などを行います。また、会員企業間の共同研究により、多数の新製品や新技術開発を実践しています。
今後、会員間の情報交換はさらに重要になることが予想され、産学官との連携による共同研究など、ます
ます積極的に異業種交流を展開し、地域に貢献できる「ものづくり」につなげたいと考えます。

会 役 職 会 員 名 企　業　名 役　職　名 営　業　内　容 会 役 職 会 員 名 企　業　名 役　職　名 営　業　内　容

代表幹事 井上　　晃 ㈱光合金製作所 代表取締役社長
不凍給水栓等開発

製造・販売
副代表幹事 小笠原眞結美 ㈱オー・プラン 代表取締役 企画、デザイン、編集、出版

副代表幹事 伴　　一夫 ㈱伴設備 代表取締役
住宅・消防

冷暖房設備設計施工
幹事 稲垣　哲也 稲垣工芸㈱ 代表取締役 木材加工業

幹事 小方　仁 北海道電力㈱ 小樽支店 営業部長 電力供給業 幹事 上遠野　久夫 ㈱産鋼スチール 代表取締役社長 シャー、製缶、産業機械製造業

幹事 小向　章市 小樽商工会議所 業務部業務課長 幹事 螢原　隆信 ㈱螢原鉄工所 代表取締役社長 鉄工業

監事 飴谷　佳一 飴谷製菓㈱ 代表取締役社長 キャンディー・チョコレート他 監事 東田　朋巳 西條産業㈱ 専務取締役 建設業・製造業

相談役 木下　　修 ㈱木下合金 代表取締役 金属加工業 相談役 斎田　義孝 ㈱サイダ 代表取締役社長 繊維製品製造業

相談役 福島　正紘 ㈱福島工務店 代表取締役 建設業 梅本　博之 ㈱ミツウマ 環境事業部長 ゴム・プラスチック製品製造販売

大橋　一弘 ㈲碧薬局 取締役 調剤薬局 佐林　史明 小樽信用金庫 執行役員本店長 金融業

菊地　　稔 ㈱丸み菊地 代表取締役会長 珍味製造・卸 　 佐々木　一博 東洋化工㈱ 相談役
合成樹脂製品製造

暗渠排水用他

曽田　和男 (財)北海道電気保安協会 小樽総括支部 小樽総括支部長 公益法人 田中　一良 曲イ田中酒造㈱ 代表取締役 酒類製造業

本吉　定 近藤工業㈱ 営業部　部長
土木工事業・建築工事業

水道施設工事業
顧問 中松　義治 小樽商工会議所 専務理事

ADVISER 海老名　誠 小樽商科大学 ビジネス創造センター センター長 顧問 磯谷　揚一 小樽市 産業港湾部長

ADVISER 日野　光兀 北海道職業能力開発大学校 校長 顧問 西條　文雪 西條産業㈱ 代表取締役 建設業・製造業


